
（別紙４）

～ 2025年11月30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2025年11月8日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2025年11月30日

（対象数） （回答数）

2026年3月30日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
専任ではなく、複数の職員で訪問を行い、様々な視点を取り

入れとぃく

2 他機関の訪問内容を参考にしていく

3
利用者様が利用している他機関での小集団での様子や取り組

みを参考にしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 専任以外の職員が訪問業務も行っていく

2
事業所全体でケース検討を行い改善点や工夫できることがな

いかの話し合いの場を設ける

3 保護者様との内容や方向性、ゴールの設定

利用者様の状況や発達に沿って、環境をみていること

現場の先生方へ適切な提案や助言ができること

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年11月1日

2025年11月1日

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門職が訪問できること 専門職としての現場への提案

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

保護者様へのフィードバックの時間確保の難しさがある

はびりすサポートこはる日和(保育所等訪問支援）

保護者様へのフィードバックの方法、内容、時間など

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現場と保護者様との三者での協議の機会が少ないこと 人員不足

専任制のため、様々な視点が入りづらいこと 担当制の為、担当への負担が大きい

現場の保育や授業場面、先生方に配慮した動きを確認して動い

ているところ

直接介入においての支援できること

2025年11月1日

事業所における自己評価総括表公表


